
連光寺・聖ヶ丘地域福祉推進委員会　10年間の歩み
年度 日付 回 参加数

2008-03-15 準備会１ 21

2008-04-26 準備会２ 19

2008-07-26 第01回 35

2008-08-30 第02回 25

2008-09-27 第03回 25

2008-11-29 第04回 23

2009-01-31 第05回 28

2009-03-28 第06回 21

2009-05-30 第07回 26

2009-07-25 第08回 25

2009-09-26 第09回 28

2009-11-28 第10回 21

2010-01-30 第11回 26

2010-03-27 第12回 23

2010-05-29 第13回 28

2010-07-31 第14回 27

2010-09-25 第15回 27

2010-11-27 第16回 27

2011-01-29 第17回 25

2011-05-28 第18回 27

2011-07-30 第19回 29

2011-09-24 第20回 27

2011-11-26 第21回 30

2012-01-28 第22回 79

2012-03-31 第23回 25

2012-05-26 第24回 31

2012-07-28 第25回 27

2012-09-29 第26回 32

2012-11-24 第27回 25

2013-01-26 第28回 61

2013-03-30 第29回 24

2013-05-25 第30回 23

2013-07-27 第31回 24

2013-09-28 第32回 27

2013-11-30 第33回 29

2014-01-25 第34回 27

2014-03-29 第35回 35

2014-05-31 第36回 44

2014-07-26 第37回 35

2014-09-27 第38回 25

2014-11-29 第39回 33

2015-01-31 第40回 28

2015-03-28 第41回 25

2015-05-23
オリエンテー

ション
6

2015-05-30 第42回 39

2015-07-25 第43回 40

2015-09-26 第44回 34

2015-11-28 第45回 39

2016-01-30 第46回 35

2016-03-26 第47回 38

2016-05-14
オリエンテー

ション 11

2016-05-28 第48回 52

2016-07-30 第49回 43

2016-09-24 第50回 37

2016-11-26 第51回 33

2017-1-28 第52回 39

2017-3-25 第53回 40

2017-05-13
オリエンテー

ション 10

2017-05-27 第54回 44
2017-07-29 第55回 44
2017-09-30 第56回 38
2017-11-25 第57回 42
2018-1-27 第58回 49
2018-3-31 第59回 39

活動の概要・地域の動き

2016年度
「世代間交

流」

2013年度

見守りにつ
いて

2014年度

集会所の活
用について

●「世代間交流」の大テーマのもと、4グループに分かれてそれぞれ活発に活動を進めた。
　・イベント企画G：4/2お花見（参加者33）、10/29バーベキュー（46人）
　・高齢者支援G：10/27聖小児童と一緒に学校周辺の清掃活動（40人）
　・子育て支援G：H29.3/18連光寺・聖ヶ丘子どもまつり（約60人）
　・多摩大連携G：10/5松本ゼミ「マップ作成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」参加（8人）、合同防災訓練等で「防災意識ｱﾝｹｰﾄ」への協力
■事業部会講演会　12/12　「ピンピンコロリの健康講座」　お話：星旦二首都大学東京名誉教授（70人）
◆広報紙「ふくしポスト」の発行　　・13号（3000部）　・14号（4000部）＊連光寺小全児童に配布　　・15号（3500部）

多摩社協とひじり館福祉部会を中心に連光寺・聖ケ丘地域福祉推進委員会の立ち上げを準備し、自治会・町会、管理組合、民生委員、老
人クラブ、地域包括支援センターなどの賛同を得て、始められることとなった。

委員長選出を含め運営体制、テーマなどについて意見交換し、小委員会の設置は行わず企画委員を選出して定例会の議題
検討などを行うことにした（現在の世話人会）
この年は「子供の居場所について」をテーマに学童クラブ職員や聖小の清水校長先生を招き、子どもたちの朝夕の時間帯に
ついてや、今の子供の様子について聞きながら議論した。2008年5月25日にこの地域で最初のサロン「志学サロン」が発足し
た。

この年は「高齢者の居場所について」をテーマに、地域包括支援センターの紹介や民生委員の活動報告を中心に、高齢者の
居場所としてのサロンに注目した。志学サロンを始め新たに立ち上がった京王一ノ宮サロン、東部団地ふれあいサロン、にじ
の会などの事例報告を元にサロンを立ち上げるにあたっての地域の状況や問題などについて議論した。

この年はサロンの推進を軸に「地域の課題について」全般的に話し合った。9月からいままでの全体会形式をやめ、地域別の
グループ討議形式に移行した。この年サロン「すずめのお宿」と「みどりサロン」が新たに発足した。3.11東日本大震災のため
3月の委員会は中止となった。

いままでひじり館福祉部会が定例会の検討など行っていたが、この年から地域の人も入り現在の世話人会形式になった。9

月から地域別のグループ形式をやめ、事業部会、広報部会、サロン部会の3つの部会でのグループ討議形式に移行した。討
論内容は部会ごとに講座やセミナーの企画や、広報活動をどう進めるか、サロンの横の連絡をどうするかなどを話し合った。
1月にエンディングノート講座を開催した。「聖ヶ丘灯火サロン」「聖ヶ丘2丁目東サロン　気まま会」発足
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この年は各部会活動が動き出した年で、事業部会では7月に日野原先生ビデオ講座、1月に消費者被害防止講座（寸劇含
む）を開催した。広報部会では5月に広報誌ふくしポストを創刊し年3回発行した。サロン部会ではサロン連絡会を5月と1月に
開催しサロン間の情報交換を行った。
「サロン　ボンジュール」発足

この年は事業部会では映画「エンディングノート」上映会、「心臓病の話」講演会の開催、広報部会ではふくしポスト４～６号発
行、サロン部会は6月にサロン連絡会開催など部会制活動がある程度軌道にのったため、委員会は9月から地域別のグルー
プ討議形式に回帰した。
グループ討議では「見守りについて」各自治会での取り組みや実情について意見交換し、議論した。またこの年から次年度の
テーマも委員会の中で検討した。

この年は事業部会として恵仁会病院のセミナー（参加者72人）を行ない、ふくしポスト7～9号を発行した。グループ討議は「集
会所の活用について」をテーマに活発な議論を行なったが、具体的なアクションに結びつけるためには自治会の協力を得な
がら進めていくことが必要であり、委員会の中だけで議論を深めることに課題を残した。
またサロンについては、継続的な運営のために人や費用の問題などを考えていくことも必要となっている。

新役員を対象に、地域福祉推進委員会の活動を進めるための事前説明会として初めて開催した。

この年は事業部会として,、介護保険制度改正と新たな地域づくりについての学習会（参加者51人）を行ない、ふくしポスト10～12号
を発行した。「世代間交流」をテーマに、「イベント企画」「高齢者支援」「子育て支援」「多摩大連携」の４つのグループに分かれ活発
な議論を行い、「イベント企画」では地域交流イベントとしてバーベキュー（参加者48人）を実施、「多摩大連携」では多摩大学生と災
害対応ゲーム（参加者21人）の実施や、多摩大学生による地域における課題解決のためのインタビュー（参加者13人）を実施。「子
育て支援」では地域でできる親子に対する支援について検討、「高齢者支援」では小中学校と連携した高齢者支援について検討し
た。新たなサロンとして「いきいきローズ」「木の実サロン」「ハマナスの会」が発足。新たな老人クラブとして「日の出会」が発足。

●「世代間交流」の大テーマのもと、4グループに分かれてそれぞれ活発に活動を進めた。
　・イベント企画G：4/1お花見（34人）、語り継ぐ体験～私は原爆を見た～（65人）、サロン交流会（11サロン・27人）
　・高齢者支援G：10/27聖小児童と一緒に学校周辺の清掃活動
　　11/26語り継ぐ体験～母の最期をにぎやかにみんなで笑顔で送りました～（34人）
　・子育て支援G：7/22桜の丘学園夏祭り～昔遊びｺｰﾅｰ～（約130人）、H30.3/24連光寺・聖ヶ丘子どもまつり（約92人）
　・学校連携G：6/23.30さくら運送プレ企画、9/12～さくら運送本格実施（総件数88件）
　　　　　　　　　　　 8/1.3多摩大学高齢者ドライバー実態調査協力（5人）
■事業部会講演会　12/26　やさしくわかりやすいおなかの話（64人）　お話：日本医科大学多摩永山病院　吉田寛院長
★広報紙「ふくしポスト」の発行　・16号（3,500部）　・17号（3,500部）　・18号（4,000部）


